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                令和７年９月号 文責：大達高弘 

２学期のスタートにあたり 
今年の夏は本当に暑かったですね。まさに猛暑・酷暑という言葉

がぴったり当てはまる暑さが続きました。９月も半ばを過ぎたと

いうのに、まだまだ厳しい暑さが続いています。そんな中、２７日

（土）に予定されています令和７年度の運動会に向け、２３６人の

周布っ子は、懸命に準備・練習に取り組んでいます。子どもたちが

一生懸命に何かに取り組んだり、学年の枠を超えて一つの目標に

向かって協力したりする姿はとても輝いていて格好いいです。 

保護者・地域の皆様、ちょっと想像してみてください。きれいに

刈り揃えられた緑色の芝生の上を、太陽の光を体いっぱいに浴び

た子どもたちが、額に汗しながら、笑顔いっぱい、元気いっぱいに

走っている姿を…。素敵だと思われませんか。頑張りの成果ととも

に、そんな素敵な姿を見ていただく舞台が２７日の運動会です。学

校としましては、地域の宝である周布っ子の輝く姿を、一人でも多

くの方にご覧いただきたいと願っています。どうぞ当日はご来校

いただき、子どもたちに温かいご声援をいただきますよう、お願い

いたします。 

 

２学期のスタートにあたり、始業式で、子どもたちに次のような

話をしました。 

 

 「みんなの笑顔があふれる周布小学校 ～スマイル・フ 

ル～」を目指して、挑戦・自他の尊重・協力以外に、２学期に 

はもう一つ、みなさんにお願いがあります。どうか、みなさん 

の【本気】をしっかりとみせてください。２学期には、みなさ 

んの【本気】を発揮できるたくさんのチャンスがあります。た 

だ、大きな舞台で本気を発揮し成功するためには、毎日の授業 

や掃除、挨拶や整理整頓など、当たり前のことを当たり前にき 

ちんとやり続けることが大切です。小さな積み重ねが自分の力 

になり、やがてそれが本物の力になっていきます。当たり前の 

ことを当たり前にやり続け、本物の力を身につけてほしいと思 

います。みなさんが本物の力をつけ、たくさんの場面で【本気】

を発揮してくれることを楽しみにしています。 

 

 私は、物事に対して【本気】で取り組むことのできる子どもに

なってほしいと考えています。【本気】で取り組むためには、本物

の力を身につける必要がありますし、自分を信じて覚悟を決めて

取り組まなければなりません。【本気】を発揮するためには、しっ

かりとした準備が必要なのです。そのためにも、当たり前のことを

当たり前にやり続け、小さなことを積み重ねながら、本物の力を身

につけた子どもを育てたいと思っています。２３６人の周布っ子

の本気の姿が、たくさんたくさん見られる２学期にするために、職

員一同頑張ります。保護者、地域の皆様、周布の宝である子どもた

ちのために、２学期もどうぞお力をお貸しください。 

                  

 

 

 

 

～学力向上を目指して～ 
６年生を対象として４月に行われた全国学力・学習状況調査の

結果が学校に返却されました。本校は浜田市教育委員会より「算数

科授業改善指定校」の指定を受けていますので、特に、算数科に視

点を当てて、全教員で結果を分析し、課題を明らかにする作業を夏

休みに行いました。 

【調査から見えた算数科における課題】  

 

 ①定義の確実な理解 

   ➡学びの土台になる大切な定義について、「何となく」の理解 

に留まっている 

 ②図の正しい見方や使い方の習得 

   ➡問題解決の大事なツールの一つである図を、正しく読み取っ 

たり活用したりする力が不足 

 ③単位を大切にした数の見方 

   ➡もとになっている単位の大きさを意識せずに数字だけを見 

てしまい、数量を正しく読み取ることが難しい 

 

 そして、明らかになった上記のような課題を克服するために次

のようなアクションプランを考えました。 

      【課題克服のためのアクションプラン】 

 

① 定義の理解を深めるために  

 ➡言葉一つ一つにこだわり、定義や用語を繰り返す 

② 図の見方や使い方を定着させるために 

 ➡いろいろな種類の図に触れることで、量感を育む 

③ 単位を大切にした数の見方を強化するために 

 ➡２とび、５とびの数え方の経験を積む（時計も含めて） 

 ➡１目盛りの大きさが違うはかりで比べる 

 ➡１あたり（１目盛り、１つ分）を意識して指導する 

④ その他 

 ➡問題を解き終わった後の確かめを習慣化 

（「あれっ」「おかしいな」に気付く感覚を…） 

 ➡学年の枠を超えて、系統的につながる問題に多く触れる 

（AI ドリルの積極的活用） 

 ➡問題文の大事なポイントに線を引く。 

 ➡間違いをみんなで分析。（間違いは宝、間違いから学ぶ） 

 

学びは決して学校の授業だけでするものではなく、生活の中で

できる学びもたくさんあります。様々な経験が土台となって、学び

は深まっていきます。そう考えると、学校・家庭のそれぞれで、あ

るいは協力して取り組めそうなものもたくさんあります。 

「学力向上」と聞きますと、テストの点が上がるというイメージ

を抱きがちですが、そもそも学力とはテストの点数のことではな

く、子どもたちの夢や可能性を広げたり支えたりするものです。ま

た、子どもたちに必要な「未来を生きる力」の大切な要素の一つで

もあります。そして、何よりも、すべての子どもたちにつけさせて

やるべき力です。 

子どもたちは、よくなりたい・もっとできるようになりたいとい

う思いや願いをもっています。子どもたちのためにも、今回の調査

で明らかになった課題の克服を目指した授業改善に取り組みなが

ら、子どもたちと一緒に学ぶ楽しさを追求していきたいと考えて

います。              

 

 

 

 

 



８月２４日（日）、ＰＴＡ奉仕作業がありました。きれいで安全

な環境で、子どもたちが気持ちよく２学期を迎えることができる

ように…と、約５０名の保護者の皆様、６年生の有志数名、そして

７名の地域ボランティアの皆様がご参加くださいました。 

朝早い時間とはいえ、少し動くだけで汗が流れる暑さの中、１時

間にわたっての作業でした。作業が終わって集合した際には、参加

されたみなさん、汗びっしょりでした。私はその姿を拝見し、学校、

そして子どもたちは、こうしたたくさんの方々の愛情や期待に支

えられているということを改めて実感しました。地域の宝物であ

る子どもたちが輝く学校を目指してまた頑張ろうという思いを強

くした奉仕作業でした。 

ご参加いただきました皆様、本当にありがとうございました。 

 

        

 

９月１日（月）、始業式の午後、猛暑の中、５年生が稲刈りを

しました。総合的な学習の時間【ご飯もりもりプロジェクト】の

一環で取り組んでいる米作りの活動。４月３０日に植えた苗が立

派に成長し、この日、稲刈りとなりました。多くの子どもたちが、

鋸鎌を使って初めて稲刈りを経験しました。鋸のような歯がつい

ていますので、つい木を切るように手を動かしながら稲束を切ろ

うとします。手首を使って、グっと刈り取るという動作がなかな

かできませんでした。それでも、回数を重ねるうちに上手に鋸鎌

を使うことができるようになった子どももいて、実際にやってみ

ることの大切さを体感したようでした。 

多くの地域ボランティアの皆様の支えがあって、この日の稲刈

りが実現しました。５年生には体験活動から得た発見や気付きと

ともに、米作りの一連の活動を支えてくださった地域ボランティ

アの皆様への感謝の気持ちも忘れずに 

いてほしいと願っています。５年生の 

活動にお力をお貸しくださった多くの 

皆様、本当にありがとうございました。 

素敵な体験ができました。 

 

９月１８日（木）、３年ぶりの開催となる芸術鑑賞会があり、

今回は【ピアニカの魔術師】のみなさんをお迎えし、楽しい時間

を過ごしました。普段の音楽の授業でも使用する身近な楽器：ピ

アニカが、奏者であるミッチュリーさんによって魔法の楽器に生

まれ変わり、子どもたちにとっては驚きの連続でした。演奏の様

子を食い入るように見つめ、心から音楽を楽しんでいる子どもた

ちの表情は、キラキラしていました。やっぱり本物って、すごい

ですね。本当に素敵な芸術鑑賞会になりました。 

 

みんな盛り上がってとても楽しか 

ったです。ピアニカの裏技も教え 

てくださり、ありがとうございま 

した。教えてもらった裏技を使っ 

て、もっと音楽を楽しみたいです。    

（６年生の感想より） 

 今年度の運動会スローガンが決定しました。 

 

  令和７年度 周布小学校運動会スローガン 

   全校スマイル 

     みんなでチャンスをつかみとれ 

  ≪スローガンに込めた思い≫ 

   みんなが優勝するチャンスをつかみとれるように協力で 

きる運動会にしたい。そして、最後にはみんなのスマイ 

ルがあふれるような運動会にしたい。 

 

 保護者、地域の皆様、いかが思われますか。素敵でしょう。６年

生の運動会実行委員会が全校みんなの思いを一つにして、このス

ローガンを考えてくれました。私は、特に【全校スマイル】という

フレーズがすごく気に入っています。今年度の周布小学校の合言

葉は【スマイル・フル】。とにかく、笑顔あふれる、笑顔いっぱい

の学校を目指しています。きっとその思いを受け止めて、スローガ

ンの中に【全校スマイル】というフレーズを入れてくれたと思うの

です。運動会の主役は２３６人の周布っ子一人一人です。もちろん

チャンス＝優勝を目指して全力で頑張るのですが、勝っても負け

ても、みんなの笑顔があふれる素晴らしい運動会を、６年生を中心

に創りあげてほしいと願っています。 

 ９月１２日（金）５時間目。第１回目の色別応援練習があり、各

色が運動会に向けて動き出しました。校内に熱気があふれ、一気に

活気づいてきました。まだまだ暑い日は続いていますが、運動会に

向かう周布っ子の心はもっと熱く燃えています。 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月の主な行事 
 

 

 

 

 

 

１日（水）スケッチ会（３・４年） 委員会 

２日（木）読み聞かせ    ３日（金）ＰＴＡ総務委員会 

６日（月）食の学習（６年） ７日（火）ＳＣ来校 

８日（水）クラブ     １０日（金）茶っ友隊（中学年） 

１４日（火）マラソン記録会（～17 日） 

１５日（水）小体連体操大会 １６日（木）読み聞かせ 

２１日（火）茶っ友隊（高学年） ＳＣ来校 

２４日（金）島根県算数・数学研究大会（本校は会場校） 

２８日（火）ＳＣ来校 プール（低学年）   

２９日（水）茶っ友隊（低学年） クラブ 

３０日（木）プール（低学年） 

★あくまでも予定ですので、変更になることもあります。 


